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 調査や実験から得られる数量的データを統計的に処理することは、文系理系

を問わず、現在では多くの分野で不可欠の研究手法となっている。しかし統計

技法や調査に関する教育と研究支援はかならずしも効率的に組織化されてきた

とはいえず、領域によって多少のちがいはあるにせよ、伝統的に各分野がそれ

ぞれ独立にこれらを構築してきた経緯がある。 

 立教大学では調査や統計にかかわる教育研究基盤の組織化を目的として、

2010 年 3 月、間々田孝夫教授（社会学部）をセンター長として，教育研究支援

機能、受託調査支援機能、データ・アーカイブ機能を備えた「立教大学社会情

報教育研究センター（Center for Statistics and Information）」が設置された。

以来約 5 年、現在のセンターの活動は、正課科目やオンデマンド授業の開発と

提供、社会調査士や専門社会調査士の資格取得支援、統計検定受験支援、リテ

ラシー講習会、公的統計の二次利用支援、データアーカイブの構築と利用、調

査研究コンサルティング等々、きわめて多岐にわたっている。またこれらの支

援事業と並んで統計教育や調査をめぐって独自の研究活動を展開している。 

 このたび、センターの研究教育支援活動について情報発信を行うとともに，

当センターにおける研究成果を公にするため「社会情報教育研究センター研究

紀要『社会と統計』」を発刊することとなった。学内外から意見、批評をお寄せ

いただければ幸いである。 

 なお、設置準備室当時からセンターの中心メンバーとしてご活躍いただいた

菊地進経済学部教授が今年度をもって定年退職される。そもそもこの紀要の発

行自体、菊地教授の強い牽引力と求心力がなければ実現しなかった。菊地教授

のご尽力に対し、この場を借りてお礼申し上げる。 

 

 

 

社会情報教育研究センター長  堀 耕治 

 

 

 




